
傍
楽
仲
間
達
そ
れ
ぞ
れ
の
耿
潔
為
る
一
遍
之
詩

　
「
志
操
」
と
は
余
り
耳
慣
れ
ぬ
、
否
、
目
？
慣
れ
ぬ
言
葉
で
あ
ろ
う
。

通
常
「
し
そ
う
」
と
云
え
ば
「
思
想
」
を
文
字
通
り
、想
い
描
く
か
ら
だ
。

巷
間
、
社
長
に
は
「
哲
学
」
と
思
想
が
必
要
だ
と
云
わ
れ
る
。
左
記
を

甚
だ
僭
越
乍
ら
誤
解
を
恐
れ
ず
に
社
長
な
り
の
簡
略
な
解
釈
で
記
せ
ば

斯
様
に
為
ろ
う
。【
哲
学
＝
世
界
を
己
の
言
葉
で
捉
え
る
こ
と
】、【
思
想

＝
其
之
捉
え
た
世
界
を
如
何
に
生
き
る
か
】。
我
が
社
の
経
営
理
念
と

経
営
計
画
書
の
関
係
に
似
た
り
と
云
う
て
も
、
過
言
で
は
無
い
。

さ
て
、
そ
も
そ
も
「
志
操
」
と
は
本
来
、
其
之
揺
る
が
ぬ
信
念
の
こ
と
、

を
云
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
我
が
社
の
経
営
理
念
の
こ
と
を
正
し
く
表
現

し
て
い
る
と
云
う
べ
き
だ
。
が
、
し
か
し
、
私
は
、
此
之
「
志
操
」
に

勝
手
乍
ら
己
の
哲
学
と
思
想
を
帯
び
さ
せ
た
い
。
其
之
揺
る
が
ぬ
「
志
」

と
「
操
」
に
、
で
あ
る
。

　
「
志
」
に
つ
い
て
、所
謂
「
四
書
五
経
」
と
云
わ
れ
る
古
典
、其
之
「
五

経
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
詩
経
」（
日
本
で
は
講
談
社
学
術
文
庫
：
目

加
田
誠
著
が
名
高
く
、
以
下
に
引
用
す
る
）
の
大
序
に
云
う
、

「
詩
は
人
心
の
発
露
せ
る
も
の
で
あ
る
。
人
の
心
に
在
る
の
が
志
で
、
之

が
言
に
発
し
て
詩
と
な
る
。
…
」

左
様
、社
長
だ
け
が
、先
述
し
た
よ
う
な「
哲
学
」「
思
想
」延
い
て
は「
志

操
」を
持
ち
得
る
も
の
で
有
ろ
う
は
ず
が
無
い
。
詩
に
云
う
、そ
も
そ
も
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
々
の
心
に
「
志
＝
経
営
理
念
へ
の
想
い
」
が
在
る

の
だ
か
ら
。

　
「
操
」
と
は
、
清
廉
、
耿
潔
で
在
る
こ
と
、
其
之
こ
と
へ
の
信
念
。
我

が
社
に
於
い
て
云
う
為
れ
ば
、
法
令
遵
守
は
無
論
の
こ
と
、
環
境
整
備

へ
の
信
念
（
規
律
・
清
潔
・
整
頓
を
遂
行
す
る
こ
と
で
傍
楽
仲
間
達
の

安
全
・
衛
生
を
守
る
こ
と
）、
経
費
節
減
へ
の
信
念
（
ひ
ら
た
く
云
え
ば

カ
ネ
に
き
れ
い
な
こ
と
）、
そ
し
て
其
之
社
長
三
大
方
針
の
土
台
ふ
た
つ

を
以
て
何
よ
り
【
お
客
様
要
求
品
質
第
一
に
徹
す
る
】
に
於
い
て
、
偽

り
の
無
い
正
し
い
も
の
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。

　

傍
楽
仲
間
達
よ
、
い
つ
も
心
に
「
志
」
を
、
く
ち
び
る
に
「
詩
＝
経

営
理
念
」
を
！

　

傍
楽
仲
間
達
み
ん
な
が
其
之
美
し
い
掌
で
「
操
」
を
示
す
、
社
長
三

大
方
針
実
践
を
！

　

み
ん
な
の
「
志
操
」
が
織
り
な
さ
れ
る
と
き
、
私
は
、
再
生
最
終
局

面
の
最
も
暗
い
闇
の
む
こ
う
に
、
新
た
な
挑
み
へ
の
払
暁
が
訪
れ
て
い

る
こ
と
を
確
信
し
て
止
ま
ぬ
。
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小
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理


